
平成24年度「家庭教育支援者リーダー等養成講座」第2回報告

生涯学習センター

　10月4日（木）に第2回目の講座を行いました。

　午前は、自分の夢や思いを活動に変えてスタートされたお二人に、実践報告をしていただきました。

　午後は、今どきの子育てや家庭教育に感じている問題や、受講者自身が問題解決を図る取組みとしてやってみ

たいことについてを意見交換を行いました。

 

 

（午前）　夢をカタチに変えたもの　～地域で生まれる実践に学ぶ～

　　【講   師】相戸晴子さん（NPO法人子育て市民活動サポートWill代表理事）

　　【発表者】小林由枝さん（よりみちステーションぼちぼちや代表）

                  山下千春さん（オヤモコモ オーナー）

　「よりみちステーション ぼちぼちや」は、小学生など子どもの居

場所として武雄市にある永島公民館で今年から本格的に毎週水曜

日の午後、開かれています。紹介映像には、放課後元気に集まって

くる子ども達、それを迎えるスタッフや活動に参加してくれる中高生、

地域のみなさんの笑顔がありました。

　小林さんは、これまでの子育てサークルやサポーターの活動から、

「子どもには育つ力がある」という子育て観を学ばれたそうです。子ど

もにたっぷりの時間と場所、仲間を与えてあげる場所を作りたいとい

う思いからスタートされました。　　

「子どもたち一人ひとりが大切にされる居場所にしたい」

　　　　　　　　　　　小林由枝さん　　　　　　　　　　「毎日開いている日常的な居場所を目指したい」 という今後の抱

                                                                   負と、「他の地域にもこんな場所が増えていけばいいな！」　とい

う

                                                                   思いも語っていただきまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年2月、佐賀市高木瀬にカフェと雑貨コーナー、そして、親子で楽

しく学べる講座や交流のできるフリースペースのあるお店 「オヤ

モコモ」がオープンしました。

　オーナーの山下さんも子育て真っ最中のお母さん。「子育てと同時

に、お母さん達には今を大切に生きて欲しい」という思いを強く抱か

れています。社会や人とのつながりを持つ機会の少ない子育て中の

母親達。同じ悩みや趣味を持っている人と出会うことで、子育てやそ

の後の人生も楽しくなるはずではないかと、自身のこれまでの経験を

振り返りながら語っていただきました。

　「オヤモコモ」のミッションは“あったらいいなをカタチにすること”　

　　　　　　　　　　　　山下千春さん　　　　　　　　　その取組みの一つとして9月にママランナーの会を発足。仲間とな

                                                                   ら続けられると、子育て中のお母さん達が集まり、来年の桜マラ

ソン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目標に挑戦を始められたそうです。　　　　　　　　

 

 

 

    発表いただいた二つの事例は、自分達が捉えた問題の解決に向

けて、「なければ創る」という発想から、それぞれの地域で活動を始

められた身近で新しい取組みです。

　活動の自立や発展につながる考え方、行動力の大切さを学びまし

た。

 

 

（午後）　夢をカタチに変えたもの　～私たちの夢とカタチを探す～

http://www.avance.or.jp/var/rev1/0001/3881/20121113144659.pdf
http://www.avance.or.jp/var/rev1/0001/3882/20121113144832.pdf


      【講   師】相戸晴子さん（NPO法人子育て市民活動サポートWill代表理事）

 

 

　

 

 

 

　午後は、受講者自身が主役となって夢をカタチにしていくためのグ

ループワークに取組みました。

 

 

 

 

 

 　はじめに、家庭教育

支援・子育て支援者の

専門性を漢字一文字で

表してもらいました。

　「心」「育」「縁」「繋」

「楽」など、 さまざまな

漢字で表現されまし

た。

全て心に響く一文字であり、支援者として大切にしたい一文字ですね。 

 

 

   

 

 　

 

 

 

　次に、グループに分かれ、今どきの子育てや家庭教育に感じてい

る問題点を付箋紙に書き出しました。

 

 

  

 

 

 

 

 　

　意見交換した問題点を各グループから発表してもらいました。ボー

ドにはたくさんのキーワードが書き込まれました。

 　

 

     

   

 

 

　最後に、出てきた問

題の解決を図るため

に、それぞれが支援者

として地域や現場でや

ってみたいことを考えま

した。 

　

　次回は、実際にアバンセを会場に実施する、受講者企画の「ミニ講座」に向けて、プログラム企画のコツと実現に

必要なことを学びます。

                                           

 

講座の感想・気づきなど

講座アンケートより

思いをカタチにすることの大変さや運営することの難しさが具体的によく分かりました。

2つの事例はとても参考になりました。気持ちも共感できました。時代を反映した取組みだと思いました。

とても感動しました。私も子ども達のため、保護者のために少しでも役に立てればと思いました。

ワークは簡単なようで難しいです。しかし、一つにまとめていく過程は勉強になります。
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

事例やグループワークでのディスカッションを通して、他の方の思いや自分の思いが分かり、自分自身の

振り返りができました。

 

 

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2658/_2677.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
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